9日閉会総会行動提起
　最初に、多忙な中を大会においでいただいた海外代表、政府代表、長崎市長、来賓のみなさん、そして被爆者のみなさんに感謝いたします。また、メッセージをお寄せいただいた潘基文事務総長、アンゲラ・ケイン上級代表、多くの国の国家元首・首脳の方々にも心からの感謝を表明いたします。
　２０１０年、世界の国々が「核兵器のない世界」の実現を誓ってから３年、いま国際政治には、この誓いを現実に変える真剣な努力が求められています。大会での発言、討論、メッセージを通じても、改めて、この人類的課題を達成するために世界の圧倒的多数の国々や世界中の草の根の運動が全力で活動し、世論を創りだしていることが生き生きと描き出されました。
　そのキーワードは、核兵器使用の人道的影響です。国際会議宣言が述べたように、核兵器は一発でも使われれば、それがアジアであれ中東であれ、あるいはヨーロッパであれ、アメリカ大陸であれ、その影響ははかりしれません。被爆者のみなさんが警告しているように、人類は核兵器と共存できない、核兵器廃絶はまさに、人類の生死をかけた死活的課題です。
　だから私たちは、戦争による唯一の被爆地広島から、長崎から核兵器全面禁止・廃絶を緊急の課題として呼びかけています。私たちは広島・長崎の被爆写真を街頭に展示し、炎天のもとでも署名に立ちます。一人一人の力は微力でも、主催者報告で安斎さんが訴えたように、ゼロは１００万回足してもゼロですが、一人の力が１００万回足されれば１００万となります。
　大会参加のみなさん、青年代表のみなさん、
　国際会議宣言、広島、長崎の「よびかけ」に応え、私は皆さんに一つだけ、具体的な行動を提起したいと思います。
この大会が終わったら、夏休みでエネルギーを蓄え、９月最初の６・９行動を皮切りに、被爆の写真と署名簿を持ち、全国すべての市区町村で署名行動を広げましょう。この大会に参加して感動したことを、自分自身の言葉で語るなら、必ず仲間が応えてくれると思います。
そして、被ばく者のみなさんとともにすべての自治体を訪れ、ともに、核兵器のない世界を実現する署名運動にすることを呼びかけましょう。
その一点の行動をいくつもの線とし、住民ぐるみの面に変え、被爆７０年の２０１５年、核兵器の廃絶を求める世界諸国民の圧倒的な共同行動へ、これからの２０か月、全力をあげていこうではありませんか。
　世界のみなさん、
私たちは、その先頭に立ち、またこの被爆国日本が、それにふさわしい役割を果たせる国とするために、被ばく者、そして福島第1原発事故の被災者のみなさんとも力を合わせて全力を挙げます。
　最後に、この重要な大会を支えてくれた現地長崎のみなさん、通訳や要員を務めてくださったすべてのみなさんに感謝を表明し、私の行動提起といたします。ともに頑張りましょう。
